
FLOWRAの取り組む浮体式洋上風力全体システム最適化

TWG5
・遠洋におけるフローティングライダー
計測技術確立
・欠測補完技術の推奨基準策定

TWG4
・大水深ダイナミックケーブル技術確立
・浮体式洋上変換所の最適化

TWG3
・遠洋・大水深における係留システム最適化
・施工計画、O＆M計画の立案
及びガイドライン策定

TWG２
・浮体の大量/高速生産方式の技術開発
・専用スマートファクトリーの仕様策定他

TWG1
・浮体システムの効率的検討手法の構築
（プロトタイプ業務支援ツールの開発）
・設計手法の標準化及びガイドライン策定

FLOWRA独自テーマ（取組中/今後取組む共通重要課題）
・海域ポテンシャル評価
・風車産業戦略（国産風車、国内技術担保）
・インフラ・生産設備（浮体大量生産工場） 等
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欧米各国との国際連携
・英国
・ノルウェー
・オランダ
・デンマーク
・米国 等

各種ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定
国内基準の策定

IEC61400-1（JIS C 1400-1）
風車の設計荷重
IEC61400-3-2
浮体式洋上風力設備の設計
など

国際標準・規格への反映

標準化への取組

開発のねらい
・浮体式洋上風力の最重点要素技術課題であるTWG1~5への取組
・TWG1~5の成果のインプット⇒フィードバック
によるシステム全体最適化への取組（工期・コスト・確実性など）
・各種技術ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ・基準策定および国際連携による標準化への取組
・サプライチェーンの産業育成
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市場環境整備、サプライチェーン形成、基盤的技術・手法・データ構築に係る共通研究課題に総合的に
取り組み、成果を産業界に還元し、社会実装・国際展開を実現

スマートファクトリー等サプライチェーン形成
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導入量:3GW/年
タクトタイム(製造時間) :
150-200基/年 達成

準商用プロジェクト(300MW級)

運転開始
大規模商用プロジェクト(GW級)

国産風車製造実現※産業界の取組へのFLOWRAの関わり方は必
要に応じて都度組合で協議

テストセンター整備・運用

大水深における浮体システムの施工等実証事業

過酷海域における浮体式洋上風力実証事業
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TWG3

TWG4

TWG5

TWG6

TWG7

TWG8

浮体システムの大量/高速生産技術開発

海域ポテンシャル評価(開発ターゲットの明確化)

浮体システムの最適な設計基準・規格化等開発

大水深における係留・アンカー施工等技術開発

大水深に対応する送電技術の開発

遠洋における風況観測手法等の開発

風車国産化技術

15GW案件形成を目指した施工・インフラ(港湾・船舶)

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝTF 各TWG成果に基づく技術ガイドライン作成

NEDO委託事業 FLSを用いた風況観測手法の確立

成果を産業界に還元(知見共有・ガイドライン作成等)

FLOWRAの提案する浮体式洋上風力ロードマップ
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